
会　期：2021年 9月18日（土）　9:30～15:00

主　催：一般社団法人日本老年療法学会

会　場：国立長寿医療研究センター（Web開催）

大会長：島田裕之　センター長（国立長寿医療研究センター　研究所　老年学・社会科学研究センター）

後　援：厚生労働省・愛知県
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一般社団法人日本老年療法学会



ご挨拶

理事長 島田　裕之

　この度、一般社団法人日本老年療法学会を令和3年7月に設立いたしましたことご報告申し上げます。

本学会設立の背景として、世界的に社会の高齢化は大きな問題となっており、単に寿命を延伸するのみ

ではなく、健康長寿の実現が重視されるようになってきました。健康寿命の延伸のためには、後遺症を残

す疾病の予防や改善と、心身の機能の保持や向上が重要な課題となります。障がいを有する高齢者のリ

ハビリテーション、障がいの一次、二次予防、そして高齢者の機能保持や改善において、理学療法士、作業

療法士、言語聴覚士は中核的な役割を担う職種であり、それぞれの専門性から創出された知見を共有す

ることで、よりよい高齢者保健、医療、福祉の実現に近づくことが期待されます。

　しかし、現状においてはこれらの職種が一体となって議論できる場は限られており、知見の共有やイ

ノベーションの創出ができにくい状態です。この状況を打破すべく、今回、日本老年療法学会を設立いた

しました。本学会においては、理学療法学、作業療法学、言語聴覚療法学のみならず、視能療法学、心理療

法学、音楽療法学といった高齢者の療法に関する学問領域や、老年医学、内科学、整形外科学、栄養学、代

謝学、リハビリテーション医学、運動生理学、歯科・口腔外科学、薬剤学、看護学、社会学、福祉学など多く

の臨床、基礎、社会科学研究分野における健康長寿に関する研究の発展を目指します。療法士のみなら

ず、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、社会福祉士など様々な予防・医療・介護専門職及び基礎医学分野の

研究者との交流の場として本学会を設立することにより、ますます深刻化するアジアの国々の高齢化に

向けた対策の知見を創出したいと思います。本学会における学際的な活動を通じて、老年療法学の確立

を目指し、保健、医療、福祉領域における学術的貢献のみならず、省庁、行政、産業界と連携して、得られた

知見を広く社会実装することを目指します。

　以上の趣旨をご理解いただき、今後更なる医療・医学の発展と社会への貢献のため、本学会が十分な成

果をあげることができますよう、是非ともご指導をよろしくお願い申し上げます。
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老年学領域における療法士への期待
9：40～10：20

9：30～9：40 開会の挨拶

12：50～13：00 休憩

13：50～14：00 休憩

講師：国立長寿医療研究センター    荒井  秀典    理事長
座長：島田  裕之　センター長
（国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター）

10：20～11：00 健康寿命延伸における療法士の役割と期待

シンポジウム

11：00～12：00

12：00～12：50

健康寿命延伸と療法士
演者：理学療法士の立場から／土井  剛彦  予防老年学研究副部長
（国立長寿医療研究センター　研究所 老年学・社会科学研究センター予防老年学研究部）
演者：作業療法士の立場から／田平  隆行　教授
（鹿児島大学  医学部保健学科作業療法学専攻）
演者：言語聴覚士の立場から／外山  稔　准教授
（国際医療福祉大学  福岡保健医療学部言語聴覚学科）
座長：山田  実　教授　（筑波大学 人間系）

インターリハ株式会社

13：00～13：50 高齢者医療における多職種連携の重要性
演者：前田  圭介    医長　（国立長寿医療研究センター　病院　老年内科）
座長：島田  裕之　センター長
（国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター）

日本老年療法学会の設立趣旨と今後の目標
演者：島田　裕之　センター長 
（国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター）
座長：池田　望　教授　（札幌医科大学 保健医療学部作業療法学科）
後援：第一生命保険株式会社

株式会社ツクイホールディングス
14：00～14：50 介護の企業が取り組む高齢者支援へのチャレンジ

演者：波戸  真之介    シニアスペシャリスト　
（株式会社ツクイホールディングス　グループ戦略室）
座長：金子 文成　特任准教授　（慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室）

大会長：島田  裕之　センター長
（国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター）　
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プログラム

大会長講演

特別講演1

特別講演2

共催セミナー

共催セミナー

講師：桜美林大学大学院    鈴木  隆雄    教授
座長：牧迫  飛雄馬　教授（鹿児島大学  医学部保健学科理学療法学専攻）

一般社団法人日本老年療法学会



ウェビナーのご利用について
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ウェビナーに関する以下の視聴環境、免責事項を視聴前に必ずご確認ください。

＜視聴環境について＞

・ 本設立記念シンポジウムはZoomウェビナーで配信を行います。ご本人宛にお送りした配信用  

   URLからご入場いただけます。

・ ご使用のPC環境、インターネット回線の状況が視聴環境にあるかご確認ください。

   環境によって映像や音声が途切れるなど正常に視聴できないことがあります。なお、ご視聴に 

   あたっての技術的なお問合せにはご回答いたしかねます。

＜免責事項について＞

・ 本設立記念シンポジウムに関わる抄録ならびにWeb視聴で掲載されるスライド(画像・動画な

　どを含む)に関して，ビデオ撮影・録録音・写真撮影(スクリーンショットを含む)を行い，Web上

　(SNSを含む)に公開することは目的の如何を問わず固くお断りをさせていただきます。

・ 本コンテンツは、本Web講演会・シンポジウムの視聴のみとさせていただきます。

・ 著作権者の許諾を得ずに複製、上映、公衆送信、展示、頒布、譲渡、貸与などの二次的利用等をす

　ることは著作権を侵害する行為であり、刑事責任を問われる可能性があります。

 ＜その他＞

・ 講演者、並びに事務局へのご質問は、セミナー配信画面の下方にある「Q&A」ボタンをクリッ 

　クいただき、ご質問を記入ください。

・ ご質問は講演中にもご記入いただけます．ご質問をご記入の際は、最初に【講演者名】をご記入

   いただき、どの講演者へのご質問か明記いただきますよう、 ご協力の程よろしくお願いいた 

   します。

・ ご質問事項は、講演者ならびに事務局のみが見ることができます。他の参加者には表示されま 

   せん。

・ ご質問は、講演者より適宜口頭でご回答いたします。

・ 進行状況等の理由により、全てのご質問には回答できない可能性がございます。あらかじめご 

   了承ください。



一般社団法人日本老年療法学会
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特 別 講 演

タイトル：老年学領域における療法士への期待
特別講演1

国立長寿医療研究センター 

荒井  秀典 理事長

 座長  島田  裕之 センター長
国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター

タイトル：健康寿命延伸における療法士の役割と期待
特別講演2

桜美林大学大学院  
鈴木  隆雄 教授

 座長  牧迫  飛雄馬 教授
鹿児島大学  医学部保健学科理学療法学専攻
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特別講演 1

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 9:40～10:20 

タイトル：老年学領域における療法士への期待

国立長寿医療研究センター

センター長

昭和59年　京都大学医学部卒業
平成  3年　京都大学医学部大学院医学研究科博士課程（内科系専攻）修了

荒井 秀典 理事長
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■学歴

昭和59年　京都大学医学部附属病院内科勤務
昭和60年　島田市立島田市民病院勤務
平成  3年　京都大学医学部老年科医員
平成  3年　同上　助手
平成  5年～平成  9年　カリフォルニア大学サンフランシスコ校ポストドクトラルフェロー
平成  9年～平成15年　京都大学医学部老年内科助手
平成14年～平成16年　文部科学省研究振興局学術調査官
平成15年～平成21年　京都大学大学院医学研究科加齢医学　講師
平成21年～平成26年　京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻　教授
平成27年～平成30年　国立長寿医療研究センター　副院長
平成27年～平成31年　国立長寿医療研究センター老年学・社会科学センター長

■職歴

平成26年　JAT(Journal of Atherosclerosis and Thrombosis)賞
令和  3年　John Morley Award

■賞罰

日本サルコペニア・フレイル学会　代表理事
日本老年医学会　副理事長・代議員
日本老年学会　理事長
日本動脈硬化学会　副理事長・評議員
日本老年薬学会　理事
日本脆弱性骨折ネットワーク　理事

■所属学会・その他

座長：島田裕之

Vice President of Asian Association for Frailty and Sarcopenia
Asian Academy of Medicine for Ageing (President)
Secretary General of the Asia Pacific Federation of International Atherosclerosis Society
IAGG council member
日本学術会議第25期　会員(第2部、臨床医学委員会)
日本老年療法学会　特別顧問など

平成29年～　国立陽明大学客員教授
平成30年～平成31年　国立長寿医療研究センター　病院長
平成31年～　国立長寿医療研究センター　理事長
令和元年～　同志社大学客員教授

memo

国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター



一般社団法人日本老年療法学会
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　令和2年、わが国の高齢化率は28.7％、そして75歳以上人口も約15％となっており、世界一の超高齢社会である。

今後高齢化はさらに進み、国民の約40％が高齢者となる時代が20年以内にやってくる。高齢化とともに慢性疾患を

多く合併した高齢者や認知機能低下、フレイルを合併した高齢者が増加している。また要介護・要支援の認定を受け

る高齢者も700万人に近づいている。このように医療・介護を取り巻く環境はますます厳しさを増しており、社会の

変化に応じて医療専門職の役割もまた複雑になっており、多職種協働の重要性が高まっている。高齢者においては、

疾病予防とともにフレイル・サルコペニア予防が､要介護状態とならないためには重要であり、また疾患によって生

活機能が衰えた高齢者に対しては、生活機能を回復させるようなアプローチが必要である。すなわち、理学療法、作

業療法、言語聴覚療法の役割が､地域における予防事業から急性期、亜急性期、慢性期、在宅へと広がりを見せており、

同時に医師、歯科医師、看護師、保健師、管理栄養士、薬剤師、ケアマネジャーなど多職種協働による地域包括ケアの

重要な担い手として療法士の役割・活動範囲がますます大きくなると考えられる。さらに、予防から人生の最終段階

までを支える専門職として､その専門性を生かしながら、研究成果を上げることも期待されている。本講演において

は､このような医療介護環境を踏まえて療法士及び日本老年療法学会への期待について述べたい。

memo

タイトル：老年学領域における療法士への期待



特別講演 2

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 10:20～11:00 

タイトル：健康寿命延伸における療法士の役割と期待

桜美林大学大学院　国際学術研究科
国立長寿医療研究センター　理事長特任補佐

教授　鹿児島大学  医学部保健学科理学療法学専攻

昭和51年  札幌医科大学医学部卒業
昭和57年  東京大学大学院理学系研究科博士課程修了

鈴木　隆雄 教授
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■学歴

昭和63年　札幌医科大学助教授
平成  2年　東京都老人総合研究所　疫学研究室長
平成  7年～平成17年　東京大学大学院客員教授（生命科学専攻分野）　
平成  8年　東京都老人総合研究所　疫学研究部長

■職歴

平成12年　東京都知事賞受賞　
平成18年　日本骨粗鬆症学会学術振興賞受賞
平成22年　遠山椿吉賞「健康予防医療大賞」受賞

令和3年　日本老年療法学会　特別顧問　

■その他

平成19年　社会保障審議会（人口部会委員就任）
平成28年　社会保障審議会（介護保険部会就任）等

■主要公職

平成23年　「超高齢社会の基礎知識」（講談社現代新書）
平成31年　「超高齢社会のリアル－健康長寿の本質を探る－」（大修館書店）他多数

■主要著作

座長：牧迫　飛雄馬

平成12年　 同研究所　副所長　
平成21年　 国立長寿医療センター　研究所所長　
平成27年　 桜美林大学　老年学総合研究所所長（大学院教授）
　　　　　　国立長寿医療研究センター　理事長特任補佐（現在に至る）

memo



一般社団法人日本老年療法学会
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　超高齢者社会を迎えた我が国にあって「健康日本21（第二次）」に謳われるように健康寿命の延伸は最も重要な課

題のひとつにあげられています。高齢者人口の急増と平均寿命の著しい延伸によって高齢者の健康水準は大きく変

容していますが、後期高齢者におけるフレイルを中心とした老化に伴う多様な疾病や障害への対応・対策はより複

雑化し、シームレスなケアサービスが必要とされるようになっています。このような現状のなかで、高齢者の健康に

携わる理学療法士、作業療法士そして言語聴覚士の三療法の専門職に共通する課題を掲げ、連携するために「日本老

年療法学会」が設立されたことは極めて時宣にかなっており、心から祝意を表したいと思っています。

本学会は高齢者の保健・医療・福祉（介護）を中心とした調整・研究（特にアクションリサーチ）および包括的・全人的

ケアサービスのあり方に関する実践的研究とその評価の場となると期待されます。特に三療法士の連繋による健康

寿命の延伸および高齢者のQOLの維持・向上に関わるエビデンス・ベイスト・メディシン（Evidence Based 

Medicine: EBM）の構築が喫緊の課題になると思われます。私の講演でもEBMの視点から1990年代以降の日本人高

齢者の健康水準の変動を中心としてフレイルや認知症に関わる話題提供をしたいと考えています。

memo

タイトル：健康寿命延伸における療法士の役割と期待



シンポジウム

健康寿命延伸と療法士

理学療法士の立場から

国立長寿医療研究センター　研究所 老年学・社会科学研究センター予防老年学研究 
土井  剛彦 予防老年学研究副部長

作業療法士の立場から

鹿児島大学  医学部保健学科作業療法学専攻
田平  隆行 教授

言語聴覚士の立場から

国際医療福祉大学  福岡保健医療学部言語聴覚学科

外山  稔 准教授

 座長  山田  実 教授
筑波大学 人間系

テーマ
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シンポジウム

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 11:00～12:00 

テーマ：健康寿命延伸と療法士
「理学療法士の立場から」

平成19年　株式会社プライムワン　メディケアシステム　訪問看護リハビリセンター
平成22年　国立長寿医療研究センター・研究員   
平成24年　神戸大学大学院保健学専攻博士課程後期課程　修了
平成27年  Albert Einstein College of Medicine　外来研究員

　　　

平成29年　国立長寿医療研究センター・健康増進研究室長
令和  3年   国立長寿医療研究センター・予防老年学研究副部長（現在に至る） 
非常勤講師：神戸大学、畿央大学、藍野大学、新潟医療福祉大学、信州大学

12

■経歴

平成24年　第4回藤田リハビリテーション関連施設臨床研究会　最優秀賞
平成26年　第49回日本理学療法学術大会　優秀賞
平成28年　Geriatrics & Gerontology International the 2015 Best Article Award受賞
平成28年　第8回理学療法学優秀論文 最優秀賞

　　　

平成29年　第52回日本理学療法学術大会 優秀賞
平成30年　第5回予防理学療法学術大会　大会長賞
令和元年　第9回日本認知症予防学会学術集会　浦上賞
令和  2年　 日本老年医学会YIA受賞

■受賞歴

平成29年～令和3年　日本理学療法士学会　編集委員会　査読委員
平成29年～　愛知県理学療法学会　学術誌部員
令和  2年～　日本サルコペニア・フレイル学会　評議員
令和  2年～　日本規格協会「健診現場等におけるセンサを用いた歩容測定・歩行評価に
　　　　　  　関する国際標準化」委員会

　　　

令和3年～　日本理学療法士学会　編集委員会　編集委員　
令和3年～　日本予防理学療法学会　評議員
令和3年～　日本老年療法学会　副理事長

■社会活動

座長：山田　実　教授　筑波大学　人間系

　健康寿命延伸は超高齢社会における重要施策の一つであり、国策として健康長寿社会実現のために具体

的目標の設定とプラン策定がなされている。健康寿命延伸のために講じるべき対策の一つとして、フレイ

ル・認知症対策を通じた介護予防が掲げられている。フレイルと認知症はそれぞれ要介護の原因における上

位を占め、フレイル・認知症に対する予防対策が十分に行われれば介護費用の削減になるとの試算もなされ

た。健康寿命の延伸を目指すには、機能障害を引き起こすような疾患の予防や適切な対応だけでなく、フレ

イルや軽度認知障害（mild cognitive impairment: MCI）のような機能低下を防ぐことや適切な対策を講

じることで、要介護状態にならないことが重要である。フレイルは要介護状態とロバスト（健常）の間にある

状態であり、MCIは認知症の前駆段階で認知症ではないが認知機能低下がみられる状態とされ、いずれも要

介護状態になるリスクは高い反面、機能低下を抑制し時には改善することが可能であることが知られてい

る。これらの機能低下を適切に評価し、適切な介入を促し、時には直接介入を行う役割を療法士や各専門職

が担っている。理学療法士は、高齢者の身体機能評価や運動介入にたずさわる場面を多く持ち、実際、通いの

場での運動指導に関与している専門職としても比較的割合が高いとされている。一方で、高齢者の機能低下

は多岐にわたり、フレイル・認知症に関連する要因も多様であるため、作業療法士や言語聴覚士はもちろん

のこと、各専門職と連携し、対応することが必要であると考える。

国立長寿医療研究センター　研究所　老年学・社会科学研究センター　
予防老年学研究部

土井 剛彦 予防老年学研究副部長



シンポジウム

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 11:00～12:00 

テーマ：健康寿命延伸と療法士
「作業療法士の立場から」

平成5年　　長崎大学医療技術短期大学部作業療法学科　卒業
平成5年　　医療法人春回会長崎北病院　作業療法士
平成13年　 国際医療福祉大学保健学部作業療法学科　助手
平成16年　 長崎大学医学部保健学科　助手
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■経歴

座長：山田　実　教授　筑波大学　人間系

　作業療法は，人・作業（生活行為）・環境の相互関係を考慮し，「作業に焦点を当てた治療，指導，援助」（日本

作業療法士協会2018）を行う．そしてICFの個人・環境因子，活動・参加を重視し，生活行為の障害のみ着目

するのではなく，「できる」部分を活かした介入に心がけている．

地域在住高齢者の認知機能低下予防に社会・余暇活動の影響は知られているが，活動の種類のみならず個人

にとって大切な活動（Meaningful activity）であるかという点は活動の継続に関与すると考えている．我々

の研究室では地域在住高齢者に対して作業意思決定支援ソフト（ADOC）を用いて大切な活動を調査して

おり，その満足度は抑うつの影響因子であり（Maruta et al, 2020），軽度認知障害者においてもアパシーと

関連した（Maruta et al, 2021）．大切な活動に従事し満足することは抑うつやアパシー等の精神健康に好

影響をもたらす可能性がある．他方，軽度認知障害・認知症高齢者は，認知機能低下に伴い服薬・金銭管理な

どの複雑なIADLから障害され，次第にBADLまで障害される．作業療法では，生活行為の工程分析を学生

時代に学修するが，高齢者の認知機能低下に伴いどのような工程が障害されやすく，残存しやすいかは不明

であった．我々は厚生労働科学研究にて生活行為工程分析表（PADA-D）を開発し（田平ほか, 2019），在宅

アルツハイマー病患者や主観的もの忘れ高齢者の生活行為障害と残存の特徴を調べてきた．例えば，調理で

は献立や味付けは苦手な一方，切る・剥くなどの手続き的記憶を要する工程は重度者でも残存しやすい傾向

にあった．現在，介入研究の結果をまとめており，工程分析にて介入ポイントを明確にし，残存する認知機能

の活用や環境介入等で部分的な生活行為の向上に寄与する可能性を見出している．詳細は当日紹介したい．

鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専攻
田平　隆行 教授

平成17年　 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科博士後期課程　修了
平成19年　 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻　助教
平成23年 　西九州大学リハビリテーション学部　准教授
平成28年 　鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専攻　教授

平成16年　日本作業療法研究学会   事務局長
平成23年　日本作業療法士協会   学術誌「作業療法」編集協力委員，学術部員
平成27年　日本作業療法士協会   認知症の人の生活支援推進委員会委員 
平成29年　日本作業療法士協会   学術部学術委員会研究推進班　班長

　　　

■委員会等
平成29年　鹿児島身障・高齢期作業療法勉強会   代表  
平成30年　Review Circle on Rehabilitation for Dementia   代表
令和2年　 作業療法ジャーナル   編集協力者 
令和3年　 日本老年療法学会　理事



シンポジウム

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 11:00～12:00 

テーマ：健康寿命延伸と療法士
「言語聴覚士の立場から」

平成15年　九州保健福祉大学 保健科学部 言語聴覚療法学科 卒業
平成15年　厚生年金事業振興団 湯布院厚生年金病院リハビリテーション室 言語聴覚士
平成24年　同リハビリテーション部 言語聴覚主任技師
平成26年　大分大学大学院 医学系研究科 修士課程修了
平成26年　京都学園大学 教育開発センター 健康医療学部設置準備室 助教
平成27年　京都学園大学 健康医療学部 言語聴覚学科 講師
平成31年　京都先端科学大学(旧京都学園大学) 健康医療学部 言語聴覚学科 准教授
令和 元年　金沢大学大学院 医薬保健学総合研究科 博士後期課程修了
令和 ２年　国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 言語聴覚学科 准教授
　　　　　 国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 言語聴覚分野 准教授
令和 3年　日本老年療法学会　理事
　　　　　　(現在に至る)
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■経歴

座長：山田　実　教授　筑波大学　人間系

　超高齢社会に直面しているわが国では，高齢者が抱える疾患や障害の理解が求められるとともに，急増す

る認知症への対応が課題となっている。2017年に公表されたLancet委員会の論文では，認知症発症に寄与

する介入可能なリスク因子として“中年期の難聴”が挙げられ，2019年に公開された「認知機能低下および

認知症のリスク低減に関するWHOガイドライン」では，その具体的介入に“難聴の管理”が記載されたこと

は記憶に新しい。

　加齢性難聴は，加齢とともに有病率が高くなる代表的な老年病の一つである。国立長寿医療研究セン

ター・老化に関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）においても，難聴の有病率は65歳以上で急激に増加し，

認知機能の経年変化に影響を与えることが報告されている。難聴は高齢者の身体に直接的な影響を与える

ものではないが，コミュニケーション障害の原因となり，社会的孤立やうつを引き起こす要因となり得る。

近年では，難聴と脳萎縮(脳容積)に関する研究，補聴器装用とエピソード記憶，ワーキングメモリに関する

研究なども散見され，聴覚補償による認知症予防のエビデンス構築が期待される。

　一方，加齢性難聴の特徴は，聴力閾値の上昇に比べて語音明瞭度が低下することであり，補聴器装用のア

ウトカムは装用閾値や最高語音明瞭度に必ずしも依拠しない。このことは，補聴器装用後の認知機能や音声

言語を用いた課題成績にも影響する。補聴器が高齢者の日常生活で効果を発揮するには，補聴周辺機器の検

討，アサーティブな態度への誘導，コミュニケーションストラテジーの活用などの支援が必要である。コ

ミュニケーションに関わる専門職“言語聴覚士”による健康寿命延伸への積極的な介入を期待したい。

国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 言語聴覚学科
外山　稔 准教授



大 会 長 講 演

日本老年療法学会の設立趣旨と今後の目標
タイトル

 国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター 

島田　裕之 センター長

 座長  池田　望 教授

後援：第一生命保険株式会社

札幌医科大学 保健医療学部作業療法学科
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大会長講演

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 12:00～12:50 

タイトル：日本老年療法学会の設立趣旨と今後の目標

平成15年　北里大学大学院医療系研究科臨床医学リハビリテーション医学専攻博士課程卒
平成15年　東京都老人総合研究所研究員
平成17年　Prince of Wales医学研究所客員研究員
平成18年　東京都老人総合研究所研究員
平成22年　国立長寿医療研究センター室長
平成26年　国立長寿医療研究センター予防老年学研究部長
平成27年　名古屋大学未来社会創造機構客員教授（現在兼任）
平成27年　信州大学大学院総合医理工学研究科客員教授（現在兼任）
令和元年　国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター長（現職）
令和元年　同志社大学研究開発推進機構客員教授（現在兼任）
令和 3年　日本老年療法学会　理事長
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■経歴

座長：池田　望　教授　札幌医科大学 保健医療学部作業療法学科系

　高齢者は加齢に伴う機能低下に加え、多彩な慢性疾患を併存する場合が多く、これらが機能回復を阻害す

る。一方、リハビリテーションの対象の多くは高齢者であり、セラピストは高齢者の特徴を理解して治療や

ケアに臨む必要がある。また、原因疾患が複数あると当然症候も複雑化して、単独の職種では対応しきれな

い場合も多い。そのため、医療分野ではチーム医療が行われ、地域においては地域包括ケアシステムを推進

している。例えば、栄養サポートチームでは、医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、言語聴覚士、理学療法士、作

業療法士、臨床検査技師、歯科医師、歯科衛生士などの多様な職域が連携して多面的なアプローチを行って

いる。また、地域包括ケアシステムにおいては医療のみではなく、住まい、介護、生活支援が一体的に提供さ

れるために、より多くの職域の連携が求められる。

リハビリテーションは障害者の自立を支援するために、多様な職種が連携して実施されるが、その専門性が

向上するにつれて機能分化が進み、効果的で効率の良いアプローチが可能となった。しかしその反面で、他

の専門領域への理解や関心が希薄化してきているのではないかと個人的には危惧している。最善のリハビ

リテーションを提供するために、個々の知識や技能を研鑽するとともに、チーム内の理解を深め役割分担を

明確化することが重要であろう。そのためには、多領域の専門職種が一同に集って議論を深める場を作るこ

とが必要と考え、日本老年療法学会を設立するに至った。この数年の目標は、学会員を増やして多様な意見

交換ができる人的基盤を強化し、高い学術的発信ができる学会誌の刊行を軌道にのせることとしている。

国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター
島田　裕之 センター長



共催セミナー

タイトル：高齢者医療における多職種連携の重要性
インターリハ株式会社

国立長寿医療研究センター　病院　老年内科

前田  圭介 医長

タイトル：介護の企業が取り組む高齢者支援へのチャレンジ
株式会社ツクイホールディングス

株式会社ツクイホールディングス　グループ戦略室
波戸  真之介 シニアスペシャリスト

慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室

 座長  島田  裕之 センター長

 座長  金子  文成 特任准教授

国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター
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共催セミナー1

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 13:00～13:50 

タイトル：高齢者医療における多職種連携の重要性

平成10年　熊本大学 医学部医学科　卒業
平成18年　熊本大学 大学院卒　博士（医学）
平成23年　玉名地域保健医療センター摂食嚥下栄養療法科 NSTチェアマン
平成29年　愛知医科大学大学院緩和・支持医療学　講師

　　　

18　　　

■経歴

座長：島田　裕之 センター長
国立長寿医療研究センター  研究所  老年学・社会科学研究センター

　高齢者の多い社会において高齢者医療の在り方が問われている。本邦の総人口は2008年をピークに徐々

に減少基調であるものの、65歳以上高齢者の人口は依然として増加していくことが見込まれる。世界でも

類を見ない高齢者数・率を抱えていることに加えて近い将来、未曾有の数値に至る。このような日本におい

て、高齢者医療はどうあるべきか、根本的な議論が必要であると思われる。

　従来実施されてきた医療は、高齢者医療に特化した手法ではなかったかもしれない。疾病や状態を明らか

にする診断学とその疾病に対する治療学が現行の医療体系の大半を占める。診断は客観的事実と症状や経

過の情報を用いて行われる。治療は下された診断とその疾病の程度を勘案し、薬物療法や手術、行動介入が

選択される。この一連のプロセスは、一般的な成人であれば間違いなく効果的で効率の良い医療といえる。

しかしながら、高齢者にとって従来手法が最適かどうかというと疑問がある。

　高齢者は若年成人に比べ、機能的な余力、環境因子、個人因子に問題を抱えている。薬剤や従来治療への反

応が異なるかもしれない。また、治療に対する受容や耐久性も若年成人と比べ低下していることが推察され

る。患者が求めている治療のゴール自体に差がある可能性もある。老年医学において、高齢者総合機能評価

という多面的かつ包括的な多職種介入の有用性はよく知られている。疾病だけにとらわれるのではなく、高

齢者を取り巻くすべての要素について多職種で検討し、経時的に柔軟に治療的な介入をするというプロセ

スである。高齢者総合機能評価や類似するアプローチ法を例に挙げ高齢者医療における多職種連携の重要

性について概説する。

国立長寿医療研究センター　病院　老年内科
前田　圭介 老年内科医長

令和元年　 愛知医科大学大学院緩和・支持医療学　准教授
令和 2年　 国立長寿医療研究センター　老年内科　医長 (現職)
                愛知医科大学大学院緩和・支持医療学　客員教授

memo



共催セミナー2

一般社団法人日本老年療法学会

9月18日（土） 14:00～14:50 

タイトル：介護の企業が取り組む高齢者支援へのチャレンジ

平成21年　札幌医科大学 保健医療学部理学療法学科 卒業
平成23年　札幌医科大学大学院 保健医療学研究科博士課程前期 修了（理学療法学修士）
平成23年　株式会社ツクイ 入社
令和  3年　株式会社ツクイホールディングス グループ戦略室 シニアスペシャリスト
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■経歴

座長：金子文成　特任准教授
慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室

　当グループの株式会社ツクイでは在宅介護や居住系介護サービスを提供しており、当然だが主な対象は

要介護者高齢者として既に健康寿命を迎えた方々である。令和2年版厚生労働白書によると、2016年時点で

は平均寿命と健康寿命の差が男性で8.84年、女性で12.35年と示されており、その期間がおおむね要介護状

態で過ごす期間と考えることができる。健康寿命を延伸し要介護状態の期間をいかに短くできるか、という

ことは大きな課題であるが、他方で要介護状態となった（＝健康寿命を迎えた）後の人生をいかに充実して

過ごしてもらうか、という課題も同様に重要である。

そこで本セミナーでは、当グループが企業理念で掲げている『超高齢社会の課題に向き合い人生100年幸福

に生きる時代を創る』に沿って、取り組んでいる二点を紹介したい。

ひとつは積極的に療法士配置を進めている取り組みである。デイサービスや有料老人ホームでは療法士の

配置は必須要件となっていないが、いかに生活を守り豊かにするかという点で療法士の活躍する場はいく

らでもある。今後も我々療法士は地域包括ケアの一員として、より実際の生活の場に近い領域へ積極的に踏

み込んでいくべきであろう。

もうひとつは、高齢者における生活全般の課題解決に向けてデジタル技術を積極的に活用しようという取

り組みである。これはトレーニングマシンや映像解析による評価機器といったスタッフが運用する機器に

限らず、利用者や家族側がスマートフォンを活用することでもっと生活を豊かにできるのではないかと

いった検討も含んでいる。

　上記の紹介をしつつ、人生100年幸福に生きる時代に向けて、我々はどういった進歩をするべきなのかこ

こで議論を深めたい。

株式会社ツクイホールディングス　グループ戦略室
波戸　真之介 シニアスペシャリスト

memo



協力 企業一覧

日本老年療法学会 設立記念シンポジウム
大会長　島田　裕之

（50音順）

日本老年療法学会 設立記念シンポジウムを開催するにあたり、

下記の皆さまよりご協力を賜りました。

ここに深甚なる感謝の意を表します。

アイホン株式会社
アボットジャパン合同会社
株式会社医学書院
医歯薬出版株式会社
株式会社伊藤園

インターリハ株式会社
株式会社INTEP
エーザイ株式会社
有限会社追坂電子機器
大塚製薬株式会社
花王株式会社
株式会社クリニコ
株式会社コンフォート
シーホネンス株式会社
株式会社スキノス
株式会社青海社

SOMPOホールディングス株式会社
第一生命保険株式会社
株式会社タニタ

株式会社ツクイホールディングス
株式会社ホーマーイオン研究所
株式会社メジカルビュー社
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ベルト電極式骨格筋電気刺激法

ベルト電極式骨格筋電気刺激法

B-SESの詳細はこちら→

フレイル・サルコペニアなど、
筋力低下がみられる

膝OAや腰痛などで
運動がしにくい

呼吸・循環器障害で
運動負荷がかけにくい



入会 の ご 案 内

入会資格
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それぞれの専門性から創出される知見を共有し
各領域が一体となって老年療法学の確立を目指します。

各領域のプロフェショナル達が枠組みを超え、患者さん・ご家族のニーズに応えるために
協働可能な高齢者保健、医療、福祉の世界を実現していく。

本会の目的に賛同する医療・介護・福祉専門職若しくは養成機関の学生及び研究者

会費

一般会員：年会費　5,000円（7月から翌年6月）　
賛助会員：年会費　1口　100,000円（7月から翌年6月）
※途中入会の際も上記会費を申し受けます。

入会方法

入会をご希望される方は、入会申請フォームより必要事項を入力し、送信してください。
※いかなる理由におきましても、いただいた年会費は返金できかねますので、ご了承下さい。
※電話・FAX・Eメールでのご入会の受付は行っておりません。

　本学会においては、理学療法学、作業療法学、言語聴覚療法学のみならず、視能療法学、心理療法学、

音楽療法学といった高齢者の療法に関する学問領域や、老年医学、内科学、整形外科学、栄養学、代謝学、

リハビリテーション医学、運動生理学、歯科・口腔外科学、薬剤学、看護学、社会学、福祉学など多く

の臨床、基礎、社会科学研究分野における健康長寿に関する研究の発展を目指します。療法士のみならず、

医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、社会福祉士など様々な予防・医療・介護専門職及び基礎医学分野

の研究者との交流の場として本学会を設立することにより、ますます深刻化する高齢化に向けた対策の

知見を創出したいと思います。

入会手続きは
コチラ



役 員 紹 介

【 理事長 】

島田裕之　　国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター

【 副理事長 】

土井剛彦　　国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター予防老年学研究部

牧迫飛雄馬　鹿児島大学 医学部保健学科理学療法学専攻

山田　実　　筑波大学 人間系

【 理事 】

池田　望　　札幌医科大学 保健医療学部作業療法学科

石垣智也　　名古屋学院大学 リハビリテーション学部理学療法学科

石橋　裕　　東京都立大学 健康福祉学部作業療法学科

井上達朗　　新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部理学療法学科

金子文成　　慶應義塾大学 医学部リハビリテーション医学教室

神谷健太郎　北里大学 医療衛生学部リハビリテーション学科理学療法学専攻

久米　裕　　秋田大学大学院 医学系研究科保健学専攻作業療法学講座

佐賀里昭　　信州大学 医学部保健学科作業療法学専攻

高山優子　　西横浜国際総合病院 リハビリテーション部

田中寛之　　大阪府立大学 地域保健学域総合リハビリテーション学類作業療法学専攻

田平隆行　　鹿児島大学 医学部保健学科作業療法学専攻

外山　稔　　国際医療福祉大学 福岡保健医療学部言語聴覚学科

野添匡史　　甲南女子大学 看護リハビリテーション学部理学療法学科

橋立博幸　　杏林大学 保健学部理学療法学科

橋本美奈子　船橋市立リハビリテーション病院 生活期支援部

前田慶明　　広島大学 医学部保健学科理学療法学専攻

松沢良太　　兵庫医療大学 リハビリテーション学部理学療法学科

【 監事 】

木村鷹介　　関東学院大学 理工学部健康・スポーツ計測コース

堤本広大　　国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター予防老年学研究部

【 特別顧問 】

荒井秀典　　国立長寿医療研究センター

鈴木隆雄　　桜美林大学大学院 国際学術研究科
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	広告・協賛_扉
	広告1ページ
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